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 その結果、パラジウム触媒存在下、Xantphos を配位子に用い ω–ヒドロキシイナミドに対しアリー
ルトリフラートを作用させると、endo 選択的に環化アリール化反応が進行し、ジヒドロピラン誘導体
が効率良く得られることを見出した。配位子が endo 選択性に及ぼす影響は大きく、酸素原子で架橋さ
れた二座配位子を用いた場合でのみ endo 選択的に環化反応が進行した。 
 
	 一方、XPhos を配位子に用い、同じ基質に対し臭化アリールを反応させると、exo 選択的に環化反
応が進行し、テトラヒドロフラン誘導体が得られた。本反応は高い立体選択性で進行し、アルキンに
対し酸素原子とアリール基がシン付加した生成物が得られる。この exo 選択的環化反応では、従来の
アンチ付加とは異なる立体選択性で反応が進行することが明らかになった。 
 
